
令和７年度

長野市消防局運営方針
～各種災害に立ち向かう力強い「ながの」の消防～

≪組織目標≫

安全で安心して暮らせるまち「ながの」を
実現するため、力強い消防体制を構築します

１ 消防団、自主防災組織等との連携強化

２ 住宅防火とくらしの安全を進める運動の推進

３ デジタルツールを活用した広報活動の推進

≪基本方針２≫地域防災力の充実強化を目指します

1 高機能消防指令情報システムの全面更新及び指令業務の

共同運用開始に向けた体制整備

２ 増大する救急需要への対応

３ 消防体制の基盤整備

≪基本方針１≫迅速・的確な消防体制を構築します



≪基本方針１≫

迅速・的確な消防体制を構築します

２ 増大する救急需要への対応

➤質の高い救急サービスを維持するため、計画的な救急

救命士の養成及び医療機関と連携した救急ワークステ

ーションで知識・技術の向上を図ります。

➤適時・適切な救急車の利用、応急手当などについて広

報を行い、救命率の向上を目指します。

１高機能消防指令情報システムの全面更新及び指令業務の共同運用

開始に向けた体制整備

➤年間３万２,０００件を超える１１９番通報を受信している

「高機能消防指令情報システム」の安定稼働を維持す

るため、システムの全面更新を行います。

➤新たな高機能消防指令情報システムでは、通報者から

指令センターへ送られた現場画像をもとに、より迅速

・的確な初動対応に繋げます。

➤令和８年度から須坂市消防本部と迅速・的確な指令業

務の共同運用を行うため、消防本部間の各種運用の統

一を図ります。

３ 消防体制の基盤整備

➤消防庁舎の長寿命化改修工事を行い、防災拠点として

の機能を維持します。

➤消火栓や耐震性の防火水槽など、消防水利を維持管理

し、計画的な整備を図ります。

➤水槽付きポンプ車などの車両更新を計画的に実施し、

機動力強化を図ります。

➤捜索・救助活動や火災調査現場などの災害現場で、多

角的な情報収集及び分析を行うため、全６消防署にド

ローンを配置します。

指令業務の共同運用開始後の119番受理範囲

（２市３町２村の119番を管轄）

指令台機器



≪基本方針２≫

地域防災力の充実強化を目指します

３ デジタルツールを活用した広報活動の推進

➤様々な世代に消防・防災に関する情報を発信するため、

「広報ながの」などでの広報活動を継続しつつ、SNS

やデジタルサイネージなど、デジタルツールを積極的

に活用した広報活動を推進します。

２ 住宅防火とくらしの安全を進める運動の推進

➤日常の中に潜む火事や救急事故などの危険に対する安

全意識の高揚を目指し、引き続き「住宅防火とくらし

の安全を進める運動」を推進します。

➤住宅防火対策として、住宅用火災警報器の設置促進・

維持管理を中心とした広報を行います。

➤くらしの安全対策として、日常生活に潜む救急事故の

予防や応急手当の普及啓発を中心とした広報を行いま

す。

➤関係団体やインフラ事業所等と連携し、幅広い広報活

動を展開します。

１消防団、自主防災組織等との連携強化

➤消防団員研修等を通じて、地域防災の中核として活動

するために必要な知識、指導力の向上を図ります。

また、消防署と消防団の共同訓練や資機材の運用訓練

を行い、指揮機能と部隊強化を図ります。

➤消防団と自主防災組織の連携をさらに進め、災害時の

共助と各地域における防災力向上を図るための支援を

行います。

➤災害時の共助に必要な防災器材の整備促進のため、

「自主防災組織補助制度」を推進します。


